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「あなたの名
な

前
まえ

を，神
しん

殿
でん

のいのりの名
めい

簿
ぼ

に入
い

れておいたの」
とおばあちゃんが言

い

いました。「そうすれば，たくさんの
人
ひと

たちがあなたのためにいのってくれるのよ。あなたの
ことを知

し

らない人
ひと

たちもね。」
「それはつまり，その人

ひと

たちは，わたしと同
おな

じチームに
いるみたいなこと？」とテッサは言

い

いました。
「たしかに，そういう見

み

方
かた

もできるわね」とおばあちゃん
が言

い

います。「天
てん

のお父
とう

様
さま

は，いつもあなたをおうえんして
おられるわ！ そして今

いま

では，あなたのためにいのっている人
ひと

たちもね。」
「ありがとう，おばあちゃん！」テッサはおばあちゃんを

ギュッとだきしめました。
次
つぎ

に学
がっ

校
こう

で気
き

持
も

ちがざわついたとき，テッサは目
め

をとじて，
深
ふか

く息
いき

をすいました。自
じ

分
ぶん

のためにいのってくれている人
ひと

た
ちのことを思

おも

い出
だ

します。すると，少
すこ

し気
き

持
も

ちが楽
らく

になりま
した。それからテッサは頭

あたま

を下
さ

げて，自
じ

分
ぶん

もいのりました。
天
てん

のお父
とう

様
さま

，ありがとうございますと，テッサはいのりまし
た。わたしのことをおうえんしてくださってありがとうござい
ます。●

このお話
はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

コロラド州
しゅう

に住
す

んでいます。

なたの味
み

方
かた

よ。あなたの家
か

族
ぞく

もね。」
ママはテッサをギュッとだきしめま
した。「さあ，帰

かえ

ろうか。びっくり
させることがあるの。」

家
いえ

に着
つ

くと，おばあちゃんがい
ました！ テッサはおばあちゃんが
来
き

てくれるのが大
だい

好
す

きでした。
「毎

まい

日
にち

どんなことがあるの，全
ぜん

部
ぶ

聞
き

か
せてちょうだい」とおばあちゃんは言

い

いまし
た。「学

がっ

校
こう

はどう？」
テッサはうつむきました。「あんまり楽

たの

しくない。」
「ママから，つらいことがあったって聞

き

いたわよ」とおばあちゃ
んが言

い

います。「ママとパパが，あなたのためにいのっているの
は知

し

っている？」
「うん。」
「おじいちゃんとおばあちゃんも，あなたのためにいのってい

るって知
し

っているわね。」
テッサはうなずきます。

「実
じつ

はね，もっとたくさんの人
ひと

たちが，あなたの
ためにいのっているのよ！」
「どういうこと？」テッサは聞

き

きました。

校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

は，テッサがほかの子
こ

たちとうまくいっていない
と言

い

いました。
テッサは，なぜ自

じ

分
ぶん

がそんな行
こう

動
どう

をとってしまうのかが
分
わ

かりませんでした。テッサは問
もん

題
だい

を起
お

こしたくなんかな
かったのです。ただ，時

とき

々
どき

とても頭
あたま

にきたり，悲
かな

しくなった
りして，それをおさえるのが大

たい

変
へん

なときがあるのです。
テッサはため息

いき

をつきました。「みんなとうまくやるな
んてぜったいにできない」とテッサはひとりごとを言

い

いま
した。

学
がっ

校
こう

が終
お

わると，テッサは急
いそ

いで外
そと

に出
で

ました。ママが
むかえに来

き

てくれています。ママは，テッサが今
き ょ う

日あったこ
とを話

はな

すのを聞
き

いていました。
「だれもわたしをチームに選

えら

んでくれないんだ 」とテッサ
は言

い

いました。「わたしの味
み

方
かた

は一
ひと

人
り

もいないみたい。」
「かわいそうに，テッサ」とママが言

い

いました。「人
ひと

はやさ
しくないこともあるのよ。でも，天

てん

のお父
とう

様
さま

はいつでもあ

「主
しゅ

の方
かた

にはたれが立
た

つや」 
（『賛

さん

美
び

歌
か

』165 番
ばん

）

テッサはうつむいて自
じ

分
ぶん

のくつを見
み

ました。体
たい

育
いく

の時
じ

間
かん

で
す。子

こ

供
ども

たちがキックボールのチームにだれを入
い

れるか
を選

えら

んでいます。テッサは，自
じ

分
ぶん

が選
えら

ばれるのは最
さい

後
ご

だと知
し

っ
ていました。いつもそうなのです。

やがて，残
のこ

っているのはテッサだけになりました。「またあの
子
こ

と一
いっ

緒
しょ

ってことだな。」チームのキャプテンが友
とも

達
だち

にささやき
ます。二

ふた

人
り

はニヤニヤと笑
わら

いました。
テッサは聞

き

こえないふりをしました。
試
し

合
あい

が始
はじ

まって数
すう

分
ふん

後
ご

，相
あい

手
て

チームの女
おんな

の子
こ

がボールをけり
ました。ボールはまっすぐテッサのほうに向

む

かってきます！
わたしにもやれるってところを見

み

せてやる！ テッサはそう思
おも

いました。ボールを取
と

ろうと前
まえ

に飛
と

び出
だ

します。けれど，ボール
はテッサのうでに当

あ

たって地
じ

面
めん

にバウンドしました。
「何

なに

一
ひと

つまともにできないの？」とキャプテンが言
い

いました。
テッサはくるりとふり返

かえ

ってキャプテンに向
む

き合
あ

いました。
「分

わ

かったわよ！ もうわたしと一
いっ

緒
しょ

にいなくていいから！」テッ
サは足

あし

をふみ鳴
な

らして歩
ある

いていくと，ボールを強
つよ

くけりました。
テッサの親

しん

友
ゆう

のションドラが，後
うし

ろから追
お

いかけてきます。
「ねぇ，大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ」とションドラは言
い

いました。「だれだって
ボールを落

お

とすことあるし。」
「そう？ だったら，何

なん

でだれもわたしをチームに入
い

れたがらな
いの？」とテッサは言

い

いました。
「たぶん，テッサがそんなふうにおこるからじゃないかな」と

ションドラは言
い

います。ションドラはほかの子
こ

たちが待
ま

ってい
る方

ほう

へもどっていきました。
テッサは校

こう

庭
てい

のすみにあるベンチにこしかけました。目
め

にな
みだがじわりとうかびます。また学

がっ

校
こう

から親
おや

のところに電
でん

話
わ

が
行
い

くのはいやでした。前
まえ

にも電
でん

話
わ

が来
き

たことがあったのです。

テッサのための 
いのり

ジェーン・マクブライド
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれ 
ました ）

「わたしにチームに 
入ってほしい人

ひと

 
なんていないわ」と 
テッサは言

い

いました。

いのりの名
めい

簿
ぼ

とは何
なん

でしょうか
イエス・キリストはほかの人

ひと

のためにいのるよう教
おし

えられ 
ました。神

しん

殿
でん

のいのりの名
めい

簿
ぼ

とは，特
とく

別
べつ

な助
たす

けを必
ひつ

要
よう

として 
いる人

ひと

たちの名
な

前
まえ

のリストです。病
びょう

気
き

や，何
なに

かの問
もん

題
だい

で 
苦
くる

しんでいる人
ひと

たちなどです。神
しん

殿
でん

へ行
い

く教
きょう

会
かい

員
いん

は， 
いのりの名

めい

簿
ぼ

に名
な

前
まえ

がある人
ひと

たちのためにいのります。

イ
ラ
ス
ト
／
レ
イ
ア
ン
・
ビ
エ
イ
ラ ◆『わたしに従

したが

ってきなさい 』の教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく
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